

-般電話 03-5496-2986 

月曜〜金曜 

9:30〜18:00 

±曜旧曜•祝日 

9:30〜12:00、13:00〜17:〇〇 

(弊社休業曰を除さます。） 


aavanced 


A V スレチチヤンネ J レアンプ 


《フ U-〕ー ルは、携帯電記 PHS からはご利 
用になれません。一般電話は、携帯電話 • 
PHS からご利用巧能ですび、通話料びかか 
ります。 
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SC-LX 


取扱説明書 

-Advanced MCACC PC 表示用アプ U ケーシヨンソフトー 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneer.jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 

m 0120 - 944-222 


受付時間 






の取扱説明書について 


視聴環境の残響特性を3次元グラフで表示します。 

Advanced MCACC による EQ 補正後の残響特性を3次元グラフで表示します。 

各スピーカーの群遅延特性を3次元グラフで表示します。（補正前と補正後を表示可能） 
Advanced MCACC によるパラメーター(測定結果）を一覧表示します。 

グラフの表示方法をさまざまに変更でさます。 

測定した各種データをパソコンに保存でさます。 

測定時の部屋の状況などを記録でさるメモ機能びあります。 

各グラフおよび MCACC のパラメーターを印刷することびでさます。 


SC - LX 81 および SC - LX 7] の Advanced MCACC で測定した部屋の残響周波数特性、スピー 
力一の群遅延特性および MCACC のパラメーターを、お客様のパソコンで表示する専用アプ 
U ケーシヨンソフトの取扱説明書です。 

インス I -ールち法から困ったとさの対処まで、同アプ IJ ケーシヨンを使うとさの情報び記載 
されています。なお、アプ U ケーシヨン使用の際は製品本体の操作ち必要ですので、製品に 
付属の取扱説明書ちあわせてご覧<ださい。 


Advanced MCACC アプリケーシヨンについて 


Advanced MCACC アプ U ケーションソフトの機能は、製品本体の機能「残響特性の確認」 

や「群遅延特性」（与 SC - LX 81/ LX 7] 取扱説明書86、 9] ページ参照）と同じ目的で使わ 
れる機能で、視聴環境の残響特性およびスピーカーの群遅延特性をグラフ表示するものです。 
パソコンを使うことで、グラフをより美しくわかりやすく表示することびでさます。また、製 
品本体の MCACC MEMORY 内にある測定値を表示することわでさます。 

■アプリケーションを使用ずるための PC 環境の必要条件 

•OS (オペレーテイング•システム）び 、 Microsoft ⑩ 「Wind 日 ws®XP (Service Pack 2)」、 「 Windows ® 

2 日日日」のいずれかであること 

- CPU び Pentium 3/300 MHz か、 AMD K 目/3日日 MHz 1；(上（または]日日〇/〇互換性のある CPU ) 
であること 

-メモ U —び] 28 M 巳じ(上であること 
-画像解像度び8日日 X 6日日ドット1；(上であること 
- RS -232 C ポートを搭載していること 

( COM ポートの設定についてはパソコンメーカーへお問い合わせください） 


Microsoft、Windows XP および Windows 
2000は米国 Microsoft corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標または商標です。 


■アプリケーシヨンの主な特長 


1234己678 


アプ U ケーシヨン 
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Advanced MCACC アプリケーシヨンについて（つづき) 


■アプリケーションの活用方法 

1. 製品本体の機能の「アドバンスド EQ セットアッス（与 SC - LX 81/ LX 7] 取扱説明 
書86ページ参照）を行ラとさ、どの時間位置で補正を行うかを手動で設定でさますび、 
その時間位置を決定するために、本アプ U ケーションの残響特性グラフ ( Reverb ) を 
参考にすることびでさます。 

詳しくは、 ► グラフの 見かた （19 ページ） をご覧ください。 

2. 部屋の残響特性の乱れは正確な音場再現の障書となります。グラフ表示機能は、視聴 
環境の残響周波数特性を目で確認でさる、強力なツールとなります。また、お客様び 
残響対策のために施した吸音材などの効果を、目で確認することびでさます。 

詳しくは、 ► グラフの 見かた （19 ページ） をご覧ください。 

3. 群遅延特性グラフ （Group Delay ) では各チャンネルの補正前と補正後の群遅延特性 
び確認でさます。 

詳しくは、 ► グラフの 見かた （26 ページ） をご覧ください。 

4. MCACC のパラメーター表示 ( Parameters ) では、製品本体の MCACC MEMORY 
内に設定されている全パラメーター（測定結果）をパソコン上に一覧表示して確認す 
ることびでさます。 

詳しくは、 ► MCACC のパラメーター表示に7ページ） をご覧ください。 


アプ U ケーシヨン 
に03て 
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アプリケーシヨンのインス I ル 


ダウン□ードしたインストーラー X •を使って、お客様のパソコンヘアプ U ケーションをインス 
トールします。 

※-インス!-ーラーファイルはお客様びダウン□ードした際に指定したフォルダに保をされています。 

- I ソ前の Advanced MCACC アプ U ケーション [ Ver . l .1 ]、 [ Ver .1.4] または [ Ver .2.0] をインス! -- ルして 
いるお客様は、アプ U ケーションの更新を行ってください。詳細は r アプ U ケーションの更新」 ( 一28ぺージ ) 
をご覽ください。 

①インストーラーファイル 巧 

[ PioneerAdvancedMCACC 」_ ver _*_*. exe ] ※をダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

(ご使用の PC 環境によっては表示されるまでに時間びかかることびあります） 

※ファイル名称の rve 「_*_*」 に表示される数値は、インス!-ーラーファイルのバージョンを表します。 

⑤[次へ]を選ぶ。 



⑥（使用許諾契約の内容に同意した！ 5) r 使用許諾契約の条項に同意しまず」 
を選んでか!5、[次へ]を選ぶ。 



インス I -ール先の選択画面になります。 続< ^ 


困ったとを 


►因 をダブルク IJ ックするとエラ~表示び出て、インス!ルでさない。 表紙へ© 
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アプリケーションのインストール（つづき） ) 


④ユーザ情報を入力してか!5 [次へ]を選ぶ。 



n —ザ ■» 保 

そ入力し口だな、 






叫ドト■い—— . 


<反る近 ） J ;丈へ化）> ] キャン t ル」 


⑥[次へ]を選ぶ C 


xj 


インスト-ル先のフォルタ 1 

このフォルタ ’ じインストールする巧合は、「ホへ」を如》クしてください。がのフォルタにイ 
- ンかづ kS_ 硕合な J ■ 寒を」を如ッルまも _ _ I 


"つ Pioneer Advanced MCACC のインストールお 
_ ] C:¥Program Files¥Pioneer 


C:¥Program Files¥Pioneer Corporation¥Pioneer Advanced を弄 ■ に） 

MCACC¥ - 


試瞄〔；たへ贴)> j キャンむレ I 


「インス!-ール先のフオルダ」にある場所にアプ U ケーシヨンびインス!-ールされます。 
[変更]をク U ックすると、インス!-ール場所を変更でさます。 


⑥[インストール]を選ぶ。 



ブロクラム*インスト-がる*«がで#ま说 
ウイザ- W 、 インストん欄 ife 才る掌 f がでそホ ut 。 


インスト-ルがさ定ホが巧更ザる li を tt 、 rg る Jt かクルてくだなん r キサ：々ル J が 
リクけお、ウイサ-ドそが了しま才。 

巧なの設ま； 


わトアウブタイ:?： 

mm 

インスト-ルホ刀ルか 


2-ザ龍 

本本本本本本本本 
本本本本本本本本 


<巧る(邑）ンストール幻）!] キャンセ A 


デスクトップに@ショートカツトアイコンび作成されます。 


続く 心 表紙へ e 


アプ U ケーシヨンの 
Vンストール 


己 





























Q アプリケーションのインストール（つづき）) 

⑦[完了]を選ぶ。 



アプ IJ ケーシ ヨンの インストールを終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
V ンストール 
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製品本体の操作とケーブルの接続 


製品本体で測定した各種データをパソコンで表示するために、本体とパソコンの接続を行います。 

①製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続ずる。 

A 機器の接続、変更を行う場合は、必ず接続するすべての機器の電源を切り、電源コー 
ドをコンセントから抜いてください。電源コードは最後に接続してください。 


RS-232C 


RS-232C 



孩 

己1 1 : 

a 

1 





SC-LX81/ 

SC-LX71 

の 

-ノート PC など、 RS -232 C 端テびない PC をお使いの場合は、市販の USB - RS - 
232 C 変換ケーブル （ USB - シ IJ アルケーブル）を使って US 目経由で接続することで、 
本アプ IJ ケーシヨンをご使用いただけます。 US 目接続の場合は、データ通信時に選択 
する COM ポート番号 （一 10ぺ~ジ) にご注意ください。 

-使用するケーブル^はメスーメス、ク□スタイプです。ただし、メーカーによって呼称 
び異なるため、インター U ンク、 U バースタイプなどと呼ばれることわあります。 

※使用できる RS -232 C ケーブルの結線図のパターン 



2 - 

3 - 

4 - 
已- 
巨- 

7 - 

8 - 
フレーム- 

OsubSpin メス 


■3 
■2 
■白 
■已 
- 4 
■8 
■7 

-フレーム 

D - sub 9 pin メス 


下のケーブルで動作確認済です。 


メーカー 名 

ケーブル型番 

(株）アク□ス 

ADR 22 巨 

サンワヴプライ（株） 

KR - LK 3 


製品本はの操作と 
ケーブルの接続 
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製品本体の操作とケーブルの接続（つづき）) 


⑥製品本体の操作で [ フルオート MCACC ] を巧う。 

SC - LX 81 / LX 71 取扱説明書14ぺージ参照） 

RS -232 C ケーブルの接続前に、既に [ フルオート MCACC ] を行っている場合はここで 
の設定は必要ありません。③へお進みください。 

③製品本体の操作で[マニュアル MCACC ] の [ EQ プ□フェッシヨナル]を 
選んでか!5瞧響特性の測赶を選び、部屋の残響特性を測定ずる。 

片 SC - LX 81 / LX 71 取扱説明書88ぺージ参照） 

部屋の残響特性を測定したいとさは [ EQ オフ]を選んで、 [ スタート]を選びます。 



EQ 補正後の部屋の残響特性を測定したいとさは、あらかじめ [ フルオート MCACC ] X ’を 
行ってから [ EQ オン]を選んで、 [ スタート]を選びます。 (一24ぺージ） 

《 EQ 補正後の残響特性の測定は、[フルオート MCACC ] を行ったときと同じマイク位置で測定してくださし、。 
また、製品本体で選ばれている MCACC MEMORY 内の EQ 値で測定されますので、残響特性の測定前に 
あらかじめ補正後の測定をしたい MCACC MEMORY を選んでおいてください。 



続く、^ 


製品本はの操作と 
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製品本体の操作とケーブルの接続（つづき）) 


1 2 .MCACC データチエック 

1 AV アンプ 



2 g . パソコンへ転送 

AV アンプ 

a . スピーカー設定 

b . スピーカー出カレベル 

C. スピーカーまでの距離 

d . 定在波制御 

e . Acoustic Cal EQ 

f . 群遅延特性 



今 

PC の MCACC アプリケーシヨンを起動しデータを受信してください。 

■ g . パソコンへ輯送 





因 終了 


戻る因 


因 終了 キャンセル因 


上で、測定データのノ（ソコンへの転送準備は終了です。 
^ァプ U ケーシヨンの操作へ 進んで、データ転送を行います。 


® [ MCACC データチェック]か!5 [パソコンへ転送]を選ぶ。 

SC - LX 81 / LX 71 取扱説明書90ぺージ参照） 

[ PC の MCACC アプ U ケーシヨンを起動しデータを受信してください。]と表示されて、 
パソコンへデータ転送するスタンバイ状態になります。 


製品本はの操作と 
ケーブルの接続 
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アプ IJ ケーシヨンの操作 


測定データの受信から、グラフ表示、データの保存までを行います。 

■測定データの受信 

①パソコンのデスクトップに表示されているアプリケーシヨンの图シヨート 
カットアイコンをダブルクリックずる。^ 

アプ IJ ケー シヨンび開さます。 

※または、[スタート]メニューから[プ□グラム] 一 [Pioneer Corporation ] 一 [Advanced MCACC ] を選びます。 

⑥メニューバーの [ File ] か!5 [ Receive ] を選ぶ。 


1 File(F) Edit の Display(D) Window(W) Help(H) 


威 Open 做 … 

Ctrl+O 

Close 做 


H Save 樹 

Ctrl+S 

Save As (A)... 



藝 Print(P) 


Preview ( V ) 



⑥ RS -232 C を接続している COM ポート番号^を選択ずる。 

《 COM ポート番号びわからない場合は、 [ C 0 M 1] から順番に選んで実行してみてください。 



COM ポ■—卜番号の 
選択ボックス 


の 

- COM ポートの設定については、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 

続く K 


困ったとを 


旧 eceivel を選んだとさ、エラ~表示び出てデ~夕を転送でさない。 
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アプ U ケーシヨンの 
操作 


























アプリケーションの操作（つづき）) 


® 受信したいデータの種類を選択して [0 K ] を選ぶ。 

「 Reverb 」 は部屋の残響周波数特性 、 「Group Delay 」 はスピーカーの群遅延特性、 
「MCACC Pa 「 amete 「 s 」は MCACC の各パラメーター(測定結果)のデータを受信します。 



データの種類 


データの受信び開始されます。 



終了すると、受信したデータび表示されます。 


の 

•残響特性グラフ ( Reverb ) の表示用データは製品本体を OFF にすると消去されます。 
この状態でデータを受信してわ、残響特性グラフは表示されません。測定後に一度電源 
を OFF にしてしまった場合は、わう一度測定し直してください。 

-群遅延特性グラフ （Group Delay ) と MCACC パラメーター (MCACC Parameters ) 
の表示用データは本体の電源を OFF にしてわ消去されません。 

-誤動作防止のため、データ通信完了後はパソコンと製品本体を接続している RS -232 C 
ヶーつ、 レを外しておいてください。 

続く^^ 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 



個別表示（例： Left チャンネルを指定した表示) 

- が k File の Edit(E) Display 做 Window(W) Help(H) 

- が iBkl# 松 I ぶ I 刮材 2D|3D| る I 田 I 」 

ド loneer 

Group Delay | Parameters | 


2 


3 


4 

已 


Gopyrightfe) 2003 -2 邮 7 Pioneer Corporation. All Rights Reserved 

ALL 表示 


■グラフ、パラメーター表示（各部の名称と機能） 

測定データを受信すると、グラフ、パラメーターの表示画面になります。表示画面は 「 Reverb 」、 
「Group Delay 」、「 Parameters 」 の 3 つの項目に分かれています。それぞれの項目タブを選ん 
で表示画面を切り換え、詳細を表示します。 「 Reverb 」 グラフ表示上、サラウンド左 （ SL ) と 
サラウンドも （ SR ) は 「Surround L A」（SL A ) と 「Surround R A」(SR A ) と表示されます。 

- Reverb (部屋の强響周波数特性グラフ） 

各チャンネル/周波数ごとの個別表示とすべてのチャンネル/周波数の一覧表示 （ ALL 表示）を切り 
換えることびできます。 iU 下、チャンネル表示を例に個別表示と ALL 表示の各部について説明します。 


か Fite の Edit の DisplayCD) Window 抓 0 Help(H) 

が iBkl # 松 I ぁ障 I 向 2 D |3 D | る I 田し. I 

Pioneer 



61— 1718191 W 


2 


3 


4 


3 


uni 


監が凰 




一 5化#化化謡似 s 


R 



アプ U ケーシヨンの 
操作 


e 


























































































IM5] 
-2.0dB 
-S.OdB 
-2.5dB 
-2.5dB 
40.5 dB 
40.5 dB 
-2.0d 日 
-5.5dB 


Channel Level 

[Ml] [M2] [M3] 

Left -2.0dB -2.0dB -2.0dB 

Center -S.OdB -S.OdB -S.OdB 

Right -2.5clB -2.5d 日 -2.5dB 

Surround R -2.5dB -2.5dB -2.5dB 

Suit Back R -HD.SdB -HD.SdB -KD.SdB 

Suit Back L 40.5 犯 40.5 dB 40.5 dB 
Surround L -2.0dB -2.0dB -2.0dB 

Sub Woofer /5.5d 巨 -5.5dB -5.5dB 


Speaker Setting 

Front Large 

Center Large 

Surround Large 

Surr Back し arge x 2 
Sub Woofer Yes 

Crossover 孤 Hz 

X-Curve 

OFF 


Speaker Distance 

[Ml] [M2] [M3] [M41 [M5] 【 M 目 ] 

Left 2.89m 2.89m 2.89m 2.89m 2.89m 2.89m 

Center 2.63m 2.63m 2.63m 2.63m 2.63m 2.63m 

Right 2.86 m 2.86m 2.86m 2.86m 2.86m 2.86m 

Surround R 1.63m 1.63m 1.63m 1.63m 1.63m 1.63m 

Surr Back R 2.33m 2.33m 2.33m 2.33m 2.33m 2.33m 

Surr Back L 2.36m 2.36m 2.36m 2.36m 2.36m 2.36m 

Surround L 1.73m 1.73m 1.73m 1.73m 1.73m 1.73m 

Sub Woofer 2.84m 2.84m 2.84m 2.84m 2.84m 2.84m 




- MCACC Parameters - [ALL MEMORY] 


Reverb | Group Delay 


2007.07 .1217:00 ■ 

「ALL MEMORY 

File memo 


- Group Delay (スピーカーの群遅延特性グラフ） 

補正前のスピーカーの群遅延特性と、補正後のスピーカーの群遅延特性を切り換えることび 
でさます。また、すべてのチャンネルの群遅延特性表示と各チャンネルごとの群遅延特性を 
切り換えることわできます。 


1 


2 


て 


Fte(F) E か (E ) ひ splay(D) Winctov<W) Help(H) 

ぷ資松 I 片 I 州が A [計..」 


• I か 



urirr 

•"/ し … • t'li 


Before After 


ZjI J 2} 

な」 

E 斗」 

た J 」 jd|50 


-6 

17 


-8 

-9 

TO 


L«f«nd 

1 SB 

13 

iV 



18 


•Parameters (MCACC パラメーターの一覧表示） 

すべての MCACC MEMORY の測定結果を一覧表示します。それぞれの MCACC MEMORY 
ごとに表示することわできます。 


1^ File の Edit(E) DispI がの） Window(W) Help(H) 

な |H い I 曼)叫ぶ J 叫單1 2 D 曲]る I 到… I 


-I 田 1x1 




アプリケーションの操作（つづき) 


引己 B B B B B B CD 
化 dddddddd 

0 5 5 5 5 0 5 
2522ぶぶ25 


B B B B B B B 

が dddddddd 

0 5 5 5 5 0 5 
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アプリケーションの操作（つづき）) 



が Graph (G ) 卜 | 

グラフの表示ち法び変更でさます。 

Graph 2 D 2 DI : 2 D に次元グラフ)で表示します 

GraphSD 細| : 3 D (3 次元グラフ)で表示します 


Typed) ►] 

残響特性グラフの表示タイプび変更でさます。 

Each Ch ： 

すべてのチヤンネルをそれぞれ個別に表示します。 
視聴環境の残響特性グラフ(補正前)は Each じりで 
表示されるので、各チヤンネ>1レの残響特性び確認で 
さます。 

Pair 加： 

Front / Surround/Surr Back の各 L / R ペアのチ 
ヤンネルで合成した残響特性を表示します 。 Pair 
加は補正後の残響特性グラフを表示するときに 
使用します。 

( Reverb 表示のみ） 

Demo 

3次元グラフを回転表示させる^1 


終了するには、もう一度選んでチェックマークを外します。 


1. メニューバー/メニューアイコン 

それぞれのメニューで、下の項目を実行でさます。 


File 


0口ら。 

パソコンに保存したファイルを呼び出す 卜 18 ぺージ） 

Close 

ファイルを閉じる 

IWtI S8VG 

ミ目1|定デ_夕をっ 7 イルに保存^る (一] 7ぺージ） 

Save As 

/ ハ J 八に■ノ /じ ノノ 1 ノン 1 '― 1 ノ 1\ 1 つ^ ジ C1/ V 1 / 、 ンノ 

イ Receive 

測定データを受信する (一1日ページ） 

藝 1 Print 

表示している項目を印刷する‘^ 

( Reverb の場合は、表示してし Vg ) 個別表示グラフを 
プ U ントアウトします） 

Preview 

プ1」ント時のプレビュー画面を表示する^ 

Exit 

アプ U ケーシヨンを終了する 


※受信しなかった項目（データのない項目）は印刷、プレビューともにでさません。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


Window 


を 1 Cascade 

ファイルを重ねて表示する^ 

円 1 Tile 

( Reverb 表示のみ） 

ファイルを並べて表示する^ 

Minimize 

画面を最小化する 

… Arrange 

最小化されたアイコンを整列する^ 


《複数のファイルを開いたとさに実行でさます。 


Help 

1 

Version Info 

アプリケーションのノ くージョン情報を表示する 


2. 表示項目の切り換えタブ 

選択した項目のグラフまたは MCACC パラメーターー覧を表示します。 

3. Level [ dB ] 

レベル軸です。 

4. Time [msecj 

時間軸です。 

日 . Channel memo (残響特性グラフのチャンネル表示時のみ） 

各チャンネルごとに簡単なメモを記録でさます。 

6. 曰付/時刻表示 

測定データをパソコンへ転送した日付と時刻を表示します。 

7. チャンネルと周液数切り換えボタン 

Ch :チャンネルを指定する表示 f ー ド。（グラフの奥行さ軸に周波数び表示されます） 
Freq :周波数を指定する表示モード。（グラフの奥行き軸にチャンネルび表示されます） 

8. —覽表示/個別表示切り換えメニュー 

-覧表示 ( ALL ) や個別表示 ( Left / Center など)を選んで、表示したいグラフを指定します c 

9. グラフ表示調整バー 

Z :グラフの縦軸 (Level [服]または Group Delay [ msec ]) 目盛りの表示単位を拡 
大/縮ルします。 

M :グラフの縦軸 (Level [服]または Group Delay [ msec ]) 目盛りの表示位置を移 
動します。 

E : 3次元グラフの視点を垂直ち向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません） 

R : 3次元グラフの視点を水平ち向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません） 


アプ U ケーシヨンの 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


10. Bar Graph 

グラフの表示ち法を変更します。押すたびに帯グラフ表示と棒グラフ表示び切り換わります, 



Reverb : 

時間軸を移動しまず。 
Group Delay : 

周波数軸を移動します。 


11. File memo 

測定時の状況など、ファイルについてのメモをそれぞれの項目ごとに記録でさます。 

12. Reverb type 

残響特性び補正前 （ EQ 0 FF ) の状態か補正後 （ EQ 0 N ) の状態かを表示します。 

(補正後の場合は、残響測定に適用した EQ 補正カーブび表示されます） 

13. Legend 

グラフの色び、どのチャンネル/周波数に対応しているかを示します。スピーカーの群遅 
延特性グラフ表示のとさは、最大で(下のチャンネルび表示されます。 

F :フ□ント、 C :センター、 S A :サラウンド、 SB :サラウンドバック 

14. Freq [ Hz ] /Channel 

チャンネル指定表示では Freq (周波数）軸、周波数指定表示では Channel (チャンネル) 
軸になります。 

1 5. Group Delay [ msec ] 

群遅延量（群遅延時間の長さ）を表す軸です。 

1 6. Freq [ Hz ] 

周波数軸です。 

17. 補正前/補正後切り換えボタン 

「 Before 」 を選ぶと補正前の、 「 After 」 を選ぶと補正後の群遅延特性を表示します。 

18. Channel 

チヤンネル軸です。 


19. 一覧表示/個別表示切り換えメニュー 

-覧表示 （ALL MEMORY ) ではすベての MCACC MEMORY を、個別表示 （ MEMORY ] 

など）では、個別の MCACC MEMORY を表示します。 — ^ 、 

続く^ まがへ A 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


■グラフの保存 

製品本体から受信した測定データをパソコンに保存します。受信]回分のデータを]つのファ 
イルに保存でさます。 

①測定データを保存ずるには、 [ File ] か!5に ave ] を選ぶ。 

※一度保存したデータを再保存するとき、上書きせずに保存するには [Save As ] を選ん 
で < ださい。 


File(F) Edit(E) Display(D) WindowM Help(H) 

接 Open 做... 

Close (の 

加 1+0 


Save As(A)... 


♦ Receive (R) 


實 Print(P) 


Preview(V) 



⑤保存ずる場所を確認し、ファイルに名称を付けて[保存]を選ぶ。 

ファイルは、 CSV 形式（拡張テは [ CSV ]) で保存してください。 

なお、測定データの受信び終了してファイルを保存したら、製品本体の操作に戻り、[戻る] 
ボタンを押して転送待ち状態 （「 PC の MCACC アプ U ケーシヨンを起動しデータを受信して 
ください。」表示状態)を終了してください。（与 SC - LX 81/ LX 7] 取扱説明書90ページ参照) 


西 

• 保存した CSV 形式ファイルは、他のアプ U ケーシヨンソフトを使って測定データを数値表 
として見ることわでさます。ただし、他のアプ U ケーシヨンでファイルを編集して保存した 
場合 、 Advanced MCACC アプ U ケーシヨンではそのファイルを正しく開けなくなること 
びありますので、ご注意ください。 

続く r \ 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


■保存した測定データの呼び出し 

複数のファイルを表示して、データを比較することびでさます C 

①メニューバーの [ File ] か!5 [ Open ] を選ぶ。 

I 卜 ile(F) Edit(E) Display(D) WindGw(W) Help(H) 

Close(C) 

図 SaveCS) 

Save As(A)... 

• Receive (R) 

實 Print(P) 

Preview(V) 


⑥表示ずるファイルを選択して欄く]を選ぶ。 

過去に保存した測定データび表示されます。 


■アプリケーションの終了 
① [ File ] か!5 [ Exit ] を選ぶ。 


アプ IJ ケーシヨ ンを終了します。 


upem しり 
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グラフの見かた 


3ページの「アプ U ケーシヨンの活用ち法」にわあるように、残響特性クラフは製品本体の機 
能「アドバンスド EQ セットアップ」で補正時間位置を決定する際、参考にすることびでさます。 
また部屋の残響対策の効果を確認するとさにわ有効です。 

群遅延特性グラフでは使用しているスピーカーの群遅延特性（補正前）と FULL 目 AND 
PHASE CONTROL による補正効果（補正後）び確認でさます。詳細は「群遅延特性グラフ 
(Group Delay ) の見かた」 (一26ぺ~ジ） をご確認ください。 

■强響特性グラフ （ Reverb ) の見かた 

このグラフは、スピーカーから一定のテストノイズを出力し続けたとさのマイク入カレベルの 
時間変移を示したわのです。 

-まったく残響のない場合は、下図 A のようになります。 

-残響びある場合は、徐々に音響パワーび累積されて下図目のよラになります。 


ル 


ル 


今 


今 


A 


時間 


巳 


時間 


の 

-低い周波数帯域は群遅延特性の影響で0 ms 付おの立ち上びりび鈍くなる場合びあります。 

-グラフび表示範囲外にあったり、範囲内のざりざりにある場合は、グラフ表示調整バーの Z 
( Zoom ) を操作してレベルの表示範囲を変更すると、グラフ全体を表示でさます。 

-各スピーカーの「距離と能率の差」による「ディレイとレベル差」は、グラフを見やすくす 
るため、補正されたものを表示します。レベルについては本体で設定したチャンネルレベル 
び反映されるので、あらかじめ[オート MCACC ] の[全項目]または[スピーカー出カレベル] 
で レべ J レを補正してから残響測定をしてください。 

•各周波数帯で出カレベルに大さな差びある（周波数特性の乱れび大さい）場合でわ、[オー 
卜 MCACC ] の SYMMETRY または ALL CH ADJUST 補正を行うことによって、チャン 
ネルごとの周波数特性をフラットに近づけることびでさます。（与 SC - LX 81/ LX 7] 取扱説 
明書79ページ参照） 

-製品本体の機能「アドバンスド EQ セットアップ」の補正値を、パソコンに表示されたグラ 
フ上のレベルから算出することは困難です。（「アドバンスド EQ セットアップ」の自動設定 
では、 EQ のバンド間干渉や分析フィルタの特性を考慮して、理想的な特性になるように補 
正しています。） 

.才ート MCACC ([全項目]、[スピーカーシステム保持]または [EQ Pro . &定在波制御]) 
の測定後と「残響特性の測定」（マニュアル MCACC の [EQ プ□フェッシヨナル])の測定 
後では定在波制御の設定値によって、残響特性グラフに違いび出ることびあります。オート 
MCACC では定在波を制御した状態で残響測定をしているため定在波の影響を排除した残 
響特性グラフび表示されます。それに対し、「残響特性の測定」では定在波を制御せずに残 
響測定するため定在波の影響を含んだ残響特性びご覧いただけます。お部屋の残響特性その 
わの （ 定在波わそのまま）の状態をご覧になりたい場合は、「残響特性の測定」をお勧めし 
ふ^ 〇 
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グラフの見かた （つづき）) 


■アドバンスド EQ セットアップでの補正時間位置の決めかた 

従来の MCACC による EQ 補正では、マイク入力のデータ取得時間び80〜] 60[ ms ] (図1: 
ホの部分）で固定になっていました。それに対して、よりプ□フェッショナルな EQ 補正びで 
きる本機の「アドバンスド EQ セットアッ刀では、〇〜 80[ ms ] の中の]ポイント （20[ ms ] 
幅）（図]:青の部分）をお客様び選択でさます。 


補正時間位置の設定は、製品本体の機能に Q プ□フェッシヨナル」の手動設定「アドバン 
スド EQ セットアップ」での設定です。自動設定（[フルオート MCACC ]) を行った場合、 
この設定は不要です。（与 SC - LX 81 / LX 7 1取扱説明書86〜89ページ参照） 


マイク入力のデータ取得時間の比較 



Ago Cal EQ Pro. の 
補正時間領域(アドバンスド 
EQ セットアップでは選択可献 


従来の MCACC による 
EQ 補正時間領域(固定） 


-> 


0 80 160 時間 [ ms ] 

補正時間位置の設定は、測定した残響特性のグラフを見て、下のパターン]〜3を参考に 
決めます。 

パターン1 . 低域と高域で残響特性が異なる場合 

図2のような残響特性の部屋の場合、低域び大さ<響いて高域びあまり響かないというような 
特性になっています。従来の MCACC による EQ 補正では8日〜] 60[ ms ] (図2 :ホの部分） 
のデータを取得していたため、低域の音量び大さく高域びルさいと判断し、 EQ のカーブは高域 
を上げぎみに補正します。ところび、スピーカーから直接耳に届く約4日 ms じ(内の特性は高域 
を上げる必要びない< らい十分な音量び出ていますので、従来の EQ 補正では高域びさつく感じ 
ることびありました。このような場合にはスピーカーからの直接音を補正する意昧で、 アドバン 
スド EQ セットアップで30〜日〇 [ ms ] (図2 :青の部分）くらいを指定して補正をすると、ス 
ピーカーか!5の直接音（初期反射音を含む）がフラットになり、聞きやすい音場になります。 

図2 



80 


160 時間 [ ms ] 
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グラフの見かた （つづき）) 


パターン 2. チャンネルごとに残響特性が異なる場台 

図3のよラにチャンネルごとに残響特性び異なっている場合、従来の MCACC による EQ 補 
正では80〜] 60[ ms ] (図3:赤の部分）のデータを取得していたため、スピーカーから音 
び放射されてから 80[ ms ] 降に、徐々に各チャンネルの音色びそろってくるように補正し 
ていました（直接音の特性をそろえることは不可能でした)。しかし、音像の定位感や移動感、 
各スピーカーからの音のつなびりは、残響音ではなく各スピーカーからの直接音（初期反射 
音を含む）に左ちされます。このような場合には、 アドバンスド EQ セットアップで30〜 
50 [ ms ] (図3:青の部分）く 5いを指定して補正をすると、各チャンネルの直接音がそろし、、 
音像の定位感や移動感、各スピーカーか5の音のつながりび理想的な音場になりまず。 

図3 

Front L 

Front R 


> 

) 時間 [ ms ] 

パターン 3. 低域と高域、および各チャンネルの残響特性が似ている場台 

図4のよラに、各周波数、各チャンネルの残響特性び似ているような場合には、残響特性び悪 
影響を及ぼすことはありませんので、 アドバンスド EQ セットアップで60〜80 [ ms ] (図4: 
緑の部分）く5いを指定して補正することをお勧めします。そうすることで、直接音および残 
響音をすべて含んだトータルでの補正が行われ、理想的な音場空間を再現できます。 



の 

•アドバンスド EQ セットアップの設定で、どの時間位置に設定するかわからないとさは 
30-50 [ ms ] を指定してください。しかし、グラフ表示を見てその時間位置にいずれかの 
周波数帯で特異な残響カーブびあるときは、何か突発的な変化と考えられるため、 30-50 
[ ms ] の時間位置は選択せず、他の時間位置を選んでください。 

-アドバンスド EQ セットアップでの補正時間位置は、設定する時間位置を変更しなびら、聴 
感上もっとも良いと感じる位置を選ぶのわ良いち法です。 

-補正時間位置の設定は、パソコン上では行えません。製品本体の機能「アドバンスド EQ セッ 
トアップ」の設定で、製品本体の 0 SD 画面上でのみ行えます。 
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グラフの見かた （つづき）) 


Channel memo 



Group Delay | Parameters I 


Group Delay | Parameters | 


2007 . 12 . 1517:35 


1 (7 Ch 

广 Freq 

1 

|Left 

d 

zLii 

」 lI 

Mill 」 JL 


eLiJ 」 

■dill 


N_lI 

jJI 如 


Bar Graph 


File memo 




2007 . 07 . 1217:00 


[r Ch a Freq | 

[500 

Z 回 
mLlT 

ELJ 」 jJ 回 

fGTJ 國 

Bar Graph | 
File memo 


Reverb type 

pQOFF 

Legend 
SLA 
SBL 
SBR 
SR A 
R 
ご 



これは、残響の大さい部屋だと考えられます。お客様のお好みにわよりますび、わし可能であ 
れば、よりデッドな音響空間を作るため吸音材などの対策をとることをお勧めします。 


ケース 2. 特定のチャンネルのみ残響特性が異なっている場台 


これは、そのスピーカーの付近に、再生音に影響を与えるちのびあると考えられます。ちし巧 
能であれば、その影響を少なくする対策をとることをお勧めします。 

続く 心 表紙へ e 
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■部屋の残響が策の確認 

グラフから部屋の残響特性びわかります。下に4つの例を挙げますので、グラフを見ると 
さの参考にしてください。 

ケース1.全周液数帯域でグラフがち上がりになっている場台 


Reverb 


- s - 〇 〇 〇 


化化化如•即郎 W が巧別的 

古占 I む '.' む 1 




グラフの見かた 






















































グラフの見かた （つづき）) 


ケース 3. 特定の周波数のみ残響特性が異なっている場台 



これは、その周波数帯の再生音に影響を与えるわのびあると考えられます。わし可能であれば、 
その影響を少なくする対策をとることをお勧めします。 

ケース 4. 特定のチャンネルのみ立ち上がりが遅い場合 



これは、スピーカーの設置び不安定なときに起きることびあります。もし可能であれば、スピー 
カースタンドなどの±台をしっかりと安定させることで、他のスピーカーと特性をそろえるこ 
とびでさる場合びあります。 

の 

いずれのケースわ、[フルオート MCACC ]^ を行うことで、部屋の特徴を考慮した補正時間 
位置を自動的に選択して補正するので、最適な音場を得ることびできます。 (^ SC - LX 81/ 
LX 71 取扱説明書] 4、79ページ参照） 

※[オート MCACC ] で測定を行うときは、 [ 全項目]、 [ スピーカーシステム保持]または [EQ Pro . &定在波制御] 
を選んだとさのみ残響を考慮した自動補正を行います。 

続く 卜 
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グラフの見かた （つづき）) 


(4) 次に [ 残響特性の測定]を [ EQ オン]で巧う。 

8ページ または SC - LX 81 / LX 71 取扱説明書88ぺージ参照） 

EQ 補正後の残響特性の測定は、 [ フルオート MCACC ] を行ったとさと同じマイク位置で 
測定してください。また、製品本体で選ばれている MCACC MEMORY 内の EQ 値で測定 
されますので、残響特性の測定前にあらかじめ補正後の測定をしたい MCACC MEMORY 
を選んでおいてください。 

⑥ [ MCACC データチエック]か5 [パソコンへ転送]でデータ受信•保存をする。 

EQ 補正後の残響特性グラフを表示することびでさます（下のグラフはアドバンスド EQ 
セツトアップの補正時間位置を30〜己 0[ ms ] で EQ 補正したあとの残響特性です）。 


■ EQ 補正後の残響特性の表示 

この機能では <EQ 補正:オン > の状態での部屋の残響周波数特性を表示することびでさます。 
補正の効果は、補正前に比べて各周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ平行移動し、指定 
した時間軸上のあるポイントでグラフびそろラことで確認でさます。 EQ 補正後グラフ表示の 
簡単な手順例は下のとおりです。 

①測定開始前に製品本体と PC を接続ずる。 (一7ぺージ) 

⑥[マニュアル MCACC ] の忙 Q プ□フェッシヨナル]を選び、[残響特性 
の測定]を [ EQ オフ]で巧う。 

8ページ または SC - LX 81 / LX 71 取扱説明書88ぺージ参照） 

EQ 補正前の残響特性を測定します。 

一度も [ フルオート MCACC ] を行っていないとさは、ここで [ フルオート MCACC ] を 
行います（与 SC - LX 81/ LX 71 取扱説明書 ] 4ぺージ参照)。 

⑥ [ MCACC データチ ェック] か5 [パソコンへ転送]でデータ受信•保存をする。 

EQ 補正前の残響特性グラフを表示することびでさます。 


堂 I 

腎も 


r ミ田ちが 





ILwi 

a 奇 

わなが 


阿 

LiMi 

II 




一 


グラフの見かた 


e 





















グラフの見かた （つづき）) 


■ EQ 補正後の残響特性グラフの表示タイプについて 

[ SYMMETRY ] または [FRONT ALIGN ] の場合 

•表示タイプび Pair Ch 表示になります ( 一14ぺージ )。 それぞれの EQ カーブの特性上、 
Each 加表示させると各チャンネ j レの残響特性は正しくそろいません。 

•補正前の残響特性は Each Ch 表示されるので、補正前後を比較したい場合は、補正前の表 
示タイプを Pair 加表示にしてください。補正前後で表示されるチャンネル数び同じになり、 
比較することびでさます。 

[ALL CH ADJUST ] の場合 

•表示タイプび Each 加表示になります ( 一14ぺージ )。 EQ 力ーブの特性上、 PairCh 表 
示させると各ペアチャンネ j レの残響特性は正しくそろいません。 

‘補正前後とも同様に Each Ch 表示されるため、そのままの状態で比較することびでさます。 

西 

-[残響特性の測定]などで測定された残響特性の PC 通信用データは、一度電源を OFF にす 
ると消去されてしまいます。 

-補正前と補正後のグラフは結果びわかりやすいよラに2次元表示させています。 


グラフの見かた 
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グラフの見かた（つづき) 


補正後の群遅延特性グラフ 

各チャンネルにおいて、帯域間の遅延時間差び縮まり、群遅延び補正されたことを確認でさ 
9 〇 



m 二] 

註 - d 

EjJJ 匹 
む!」向 


の 

お使いのスピーカーや視聴環境などによっては、群遅延特性グラフび急な角度で表示される 
ことびあります。そのような表示びされた場合でわ、実際の補正では極端に急な角度で上下 
している部分の特性については無理な補正をしないため、音質に悪影響を及ぼしません。 


■群遅延特性グラフ （Group Delay) の見かた 

補正前の群遅延特性グラフと補正後の群遅延特性グラフを表示することびでさます。補正前 
/後の群遅延特性を見比べることで、使用しているスピーカーの群遅延特性と FULL BAND 
PHASE CONTROL 機能による補正の効果び詳しく確認でさます。 

補正前の群遅延特性グラフ 

各チャンネルにおいて、高音域に対して低音域び遅れている（群遅延び発生している）こと 
び確認でさます。 


表紙へ e 
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グラフの見かた 


I 


，す障 
T 1 兰 I 

k 过强 i 


w 巧い。 
























西 

表示しされない項目びあるとさは、画面の中のスク□ールバーを動かして表示させてください。 
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MCACC のパラメーター表巧 


Advanced MCACC で測定した残響周波数糊年、群遅延特性データの他にも、 MCACC 
MEMORY 内に設定されている全パラメーター（測定結果）をパソコン上で確認することび 
でさます。 

■表示できるパラメーター 

1.Speaker Setting (スピーカーシステムおよびク□スオーバー周波数） 

2. Channel Level (スピーカー出カレベル） 

3. Speaker Distance (スピーカーまでの距離） 

4. Standing Wave Control (定在波制御のフイルター） 

5. Acoustic Cal EQ (視聴環境の周波数特性の補正）^ 

6. X - Curve (視聴上の高域補正） 

《 MCACC MEMORY ごとに保をされている EQ 補正値の他に、 EQ 補正力ーブ名 （[ Symmetry]、[All Ch 
Adjust ] または [Frant Ali 呂 n ] のいずれか）び表示されます。また、マニュアルで EQ を調整した MEM 日 RY は、 
に ustom ] と表示されます。補正後の残響特性表示の測定 24 ページ ) は、この MEMORY ごとの EQ 補正カー 
ブを適用して残響測定び行われます。 

■各 MEMORY ごとの表/示 

MEMORY] 〜 MEM0RY6 まで、すべての MCACC MEMORY のデータを受信し、表示で 
さますび、各 MEMORY ごとに表示することわ巧能です。 


か File(F) Edit(E) Display(D) Window(W) Help(H) 


-I 百 I X| 


な iBki# 位 I ぁ峰 I 向姐 I 加 I る I 田し I 

Pioneer 

upkrr 

CTtiL/IL 

,idi4int cH 

Reverb | Group Delay 

2007.07 .1217 观 


- MCACC Parameters - 


[MEMORY1] 


Speaker Setting 

Front Large 

Center Large 

Surround Large 

Surr Back Large x 2 
Sub Woofer Yes 

Crossover 孤 Hz 

X-Curve 

OFF 


Channel Level 

Left -2 加日 

Center -S.OdB 

Right -2.5dB 

Surround R -2.5dB 
Surr Back R 40.5 dB 
Surr Back L -HD.BdB 
Surround L -2.0dB 
Sub Woofer -5.5dB 


Speaker Distance 

Left 2.89m 

Center 2.63m 
Right 2.8 目 m 

Surround R 1 . 的 m 
Surr Back R 2.33m 
Surr Back L 2.36m 
Surround L 1.73m 
Sub Woofer 2.84m 


その他の機能 






h B 北 B 


r 帥 I ぶ 加 

26922692 2 

北犯た服 I 

^ 2 - 5 . ^ 2-5 
186318631 _ 





















ンの更新/削除/修復 


■アプリケーションの更新 

Advanced MCACC アプ U ケーションのバージョンアップび行われたときは、ダウン□-ド 
サイトに最新のインス!-ーラーファイルび添付されています。それをダウン□ードして、パソ 
コンにアプ U ケーシヨンを上書さインス!-ール（更新）することびでさます。 


アプ U ケーションのバージョン情報を確認するには、メニユーバーから [ Help ] —► [Version 
Info ] を選びます。下記の画面び表示され、バージョン ( Versions . 1など）を確認でさます。 


isJ 


jArirr 

が TL 化ら 

rlJ^k ."PC け , 


Pioneer Advanced MCACC 
Vers ion 2.1 


Copyright(c)2003-2007 Pioneer Corporation. All Rights Reserved 


I OK I 


①タウン□—ドした新しいインストーラーファイル 巧 をダブルクリックする。 

InstallShield ウィヴードび表示されるので、 アプ| J ケ~シヨンのインス!-ール （4 ページ) 
の手順⑥〜⑥までを行います。 

⑥[インストール]を選ぶ。 

[ Ver . 1.1] または [ Ver . 1 .4] のアプ U ケーシヨンをインス I -- ルしている方は③へ、 
[ Ver .2.0] (降のちは⑥へお進みください。 



プ□クラムを慨复する単楠ができま 
ウイザードは、イシストールを閉«占する単捕びできました。 


わストールの設走をき昭したり蛮すする巧合は、「戻る」を州ッウしてください。「キ朽セル」をウ 
リツウオると、ウイサ-ドをが下します。 

現をの記ち； 


たットアップクイプ； 

惜単 

イシストー A ホ 74 A 巧； 

C;¥Progrann Files¥Pioneer Corporal:iQn¥Pioneer Advanced MCACC¥ 
ユーザ括統； 

S を!：木木木木木木木木 
木木木木木木木木 


:戻る拒） [1^— シすトー J け ID 1 坪ザシゎル I 
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アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 




















アプリケーションの更新/削除/修復（つづさ ) J 


⑥ [ はい]を選ぶ。 

既にインス I -ールされているアプ U ケーシヨンを削除します。 



® [ OK ] を選ぶ。 

最新ノくージヨンのインス I -一 J レを開始します。 



⑥[完了]を選ぶ。 



アプ U ケーションの更新を終了します。 

の 

1台の PC に異なる2つのバージョンのアプ U ケーションをインス I -ールすると、正常に動 
作しないことびあります。また、アプ U ケーションを前のバージョンに戻したいとさは、現 
在インス!-ールされているアプ U ケーションをアンインス!-ール（削除）してから前のバー 
ジョンをインストールし直してください。 

続 ！ N 
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アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 



































アプリケーションの更新/削除/修復（つづさ ) J 


■アプリケーションの削除 

次の2通りの方法で、パソコンからアプ U ケーションをアンインス!-ール（削除）でさます。 

方法1•パソコンのコント□ールパネルか5削除ずる 

[スタート]メニューから、[設定] ーロント□-ルパネル]一[アプ U ケーションの追加と削除] 
を選んで行ってください。 

方法 2. 現在インストールされているバージョンのインストーラーファイルを 
起動して削除ずる 

巧 

インス I -一 J レしているノくージョンと異なるノくージョンのインス I -一 う一つ ァイルを起動させ 
ても、アプ U ケーションの削除はでさません。同じバージョンのインス!-ーラーファイルを起 
動させて < ださい。 

①インストーラーファイル 因 （ PioneerAdvancedMCACC 」_ ver _*_*. 

exe ) をダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

⑥[次へ]を選ぶ。 

⑥「削除」を選んで[次へ]を選ぶ。 



続く、^ 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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アプリケーションの更新/削除/修復（つづさ ) J 


④[削除]を選ぶ。 



⑥[完了]を選ぶ。 



アプ IJ ケー シヨ ンの削除を終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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アプリケーションの更新/削除/修復（つづさ ) J 


■アプリケーションの修復 

デスクトップ上のショートカットを削除してしまったときなどに[修復]を行うと、インス! 
ルした状態に戻すことびでさます。 

の 

インス I -一 J レしているノくージョンと異なるノくージョンのインス I -一 う一つ ァイルを起動させ 
ても、アプ U ケーションの修復はでさません。同じバージョンのインス!-ーラーファイルを起 
動させて < ださい。 

①現在インストールされているバージョンのインストーラーファイル 巧を 

ダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

⑥[次へ]を選ぶ。 

⑥ [ 修復]を選んで [ 次へ]を選ぶ。 



アプ U ケーシヨンの 
ち新/削除 



32 


表 IS へ e 














アプリケーションの更新/削除/修復（つづさ ) J 


の[インストール]を選ぶ。 



⑥[完了]を選ぶ。 



アプ IJ ケー シヨ ンの修復を終了します。 


■アプリケーションの変更 

SC - LX 81 / LX 71 用のアプ U ケーションでは [ 変更]は使用しません。 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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Advanced MCACC アプリケーシヨンを使うとき、ご使用のパソコンのシステム環境や他のア 
プ U ケーシヨンとの相性など、さまざまな要因によってエラーなどび出ることびあります。そ 
のようなときには、参考のためじ(下のトラブルシューティング項目をご覧になってください。 
それでも問題び解決しない場合は、パイオニア•カスタマーヴポートセンターへご相談ください。 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

□ 120 - 944-222 

(受付時間など詳細については、本取扱説明書の表紙および製品本体の 
取扱説明書 （1 已9ページ）に情報びあります。） 


アプリケーションの動作が不安定/異常な動作をずる 


原因 1) 使用しているパソコンの環境が必要条件を満たしていない場合、動作が 
遅くなったりフリーズしたりするなど、不安定になる場含がありまず。 
► アプリ ケ~ションを使用するための PC 環境の必要条件 （2 ページ） をご確認 
ください。すべての条件び満たされないと、アプ IJ ケーションはご使用になれま 
せん。 

原因 2) パソコン環境の必要条件を満たしていても、アプリケーション上でた 
くさんのファイルを開き、そのずベてを MCACC Para で表示させ 
ると、パソコンのメモリ不足によりエラーメッセージが表示されるこ 
とがありまず。 

^下記のエラーび出たとさは、開いているファイルのいくつかを閉じるか、アプ U 
ケーション自体を一度終了させてから再び起動させてください。また、たくさん 
のファイル比較をしたいときは印刷機能 ( Print ) を使ってプ U ントアウトし、紙 
で比較することをお勧めします。 




Not enough storage is available to process this command 


















困ったとき （つづき）) 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをインストールできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示 
されることがありまず。 

^下記のエラーび出たとさは、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーションを起 
動しない状態で、インストーラーファイル （ PioneerAdvanceclMCACCLLve し* 
_* exe ) を起動してください。 


〇 


InstallShield 1 シジシ (iKemel.exe) をイシストールできませんでした。 
指ミした乃、イスから i 売み ■ 巧れません。 


..り.ピ… 


原因 2) Advanced MCACC アプリケーシヨンと他のソフトウェアとの相性 
により、インス I -ールがうまくいかないことがありまず。 

^1^下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーシヨンも起動している場合は、他のアプ U ケーシヨン 
を終了してから、インストーラーファイル （ PioneerAdvancedMCACCLLve し 
*_*. exe ) を起動してください。 

2) それでもうまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーシヨン 

を起動しない状態で、インストーラーファイル ( PioneerAclvanceclMCACCJ _ 
ve し* _* exe ) を起動してください。 


困つたとき 
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原因 1) 偶発的に転送エラーが起こることがありまず。 

^一度エラーび起こった場合でわ、わラ ] 回データ転送を試してください。通信可 
能になるとさびあります。 

原因 2) データ送受信時のエラーにより、下記のようなエラーメッセージが表 
示されることがありまず。 


Advanced MCACC 



1 Advanced MCACC 

Command error 

occurred. Please try again. 

1 

[ OK 1 

1 


^1^下の項目をひとつずつ試してみてください。 

1) 製品本体のセットアップ画面に、 [ PC の MCACC アプ IJ ケーシヨンを起動しデー 
夕を受信してください。]と表示されているか確認する。（この表示は、製品本体 
からびパソコンへデータ転送可能な状態であることを表しています。） 

2) RS -232 C ケーブルび正しくつなびれているか確認する。（ケーブルの接続を変更 
するときは、各機器の電源コードをコンセントから抜いてから行ってください。） 

3) 他のアプ U ケーシヨンを終了する。 

4) COM ポート番号を確認する。 

己）使用している RS -232 C ケーブルび正しいタイプのわのか確認する。 （^7 ページ) 

6) Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを再起動する。 

7) パソコンを再起動する。 

原因 3) 下記のエラーメッセージが表示されて、データ通信できないが態に 
なつていることがありまず。 

パソコンまたは、その COM ポートを使用しているアプ U ケーシヨンソフトの取扱 
説明書をご覧になり、接続している COM ポートを通信でさる状態にしてください。 


Advanced MCACC 



困ったとき （つづき）) 


ンへ輯送できない 


困つたとを 


e 















































Q 困ったとき（つづき）） 


Advanced MCACC アプリケーションをバージョンアップできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示 
されることがありまず。 

一 ► Advanced MCACC アプリケーシヨンをインス! -- ルできない （3 己ぺージ） 

の原因 1) と同じエラーび出たとさは、パソコンを再起動して他のアプ U ケーシヨ 
ンを起動しない状態で、インストーラーファイル (PioneerAdvancedMCACCJ 
_ ver _*_*. exe ) を起動してください。 

原因 2) Advanced MCACC アプリケーシヨンと他のソフトウエアとの相性 
により、インス I -ールがうまくいかないことがありまず。 

下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーシヨンも起動している場合は、他のアプ U ケーシヨン 
を終了してから、インストーラーファイル ( PioneerAclvanceclMCACCJ _ ver _ 
*_* exe ) を起動してください。 

2) それでもうまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーシヨン 
を起動しない状態で、インス I -ーラーファイルを起動してください。 


残響特性グラフを印刷できない 


原因） ALL 表示している残響特性グラフは印刷できません。 



ALL 表示 


^印刷したいチャンネルまたは周波数の個別表示グラフに変更して、印刷してください。 



困つたとき 
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ン操作で一部使用できない機能がある 


困ったとき（つづき） > 


原因）ご使用の製品用ではないアプリケーションソフトを使用ずると、正し 
く使えないことがありまず。 

ご使用になっている製品型番を確認して、それに対応したアプ U ケーションソフト 
を使用してください。 


ンと RS -232 C ケーブルでつないであるとき、製品本体が誤作動ずる 


原因）製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続している場合、パ 
ソコンを操作したときに自動的に製品の電源が入ることがありまず。 

使用しないとさは接続を外しておいてください。 


EQ 補正後残響周波数特性表示のグラフがフラットにそろわない 


原因 1) グラフの傾斜は残響特性を示していまず。部屋の残響特性そのものは、 
EQ 補正だけでは直ずことができないため、グラフの傾斜角度は補正 
前後でも同じになりまず。 

補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ水平移動します。補正の効 
果は、指定した時間軸上のあるポイントでそろラことび確認でさます。 

残響特性 （ グラフの形状）そのわのは、視聴環境を改善しないと変化しません。 

(一19〜21ぺージ） 

原因 2) さまざまな原因によって、 S 丫 MMETR 丫や ALLCHADJ で EQ 補正 
を行っても周波数特性のグラフはフラットにな5ないことがあります。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良となるよラ自動的に補正を行います。 


「マニュアル MCACC 」 の 「 EQ の調整」で調整した補正量が補正後表示の 
グラフに反映されない 


原因）强響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィルタで分析したものを 
表示しまず。一方、 EQ 補正は専用のフィルタを使用して信号の補正 
を巧っており、分析フィルタと EQ 補正専用フィルタの形がの違いが 
グラフに反映されないことが原因でず。 

オート MCACC の場合は、このフィルタ形状による違いわ考慮したラえで補正を 
行っています。 


スピーカーシステムの設定で [ SMALL ] と設定されたスピーカーの低域が 
補正されていない 


原因） [ SMALL ] に設定されたスピーカーは、 EQ による低域の補正は巧い 
ませんが、残響特性の表示はスピーカーか！5出る音の純粋な特性を示 
ずため、低域補正をしていないが態での特性がそのまま表示されまず。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適切な補正を行っているため、に MALL ] 
に設定されたスピーカーの低域補正には問題ありません。 


困つたとき 
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